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祝 成人式 ～新たな誓いを胸に～
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愛は南から
　「第 63 回“社会を明るくする

運動”作文コンテスト」で、平城

小学校 6年の岩﨑汐
し お り

里さんの作

品『社会を明るくする運動を学習

して』が、全国の小・中学生から

合計 28 万点の応募があった中、

日本更生保護協会理事長賞 (優秀

賞 ) に選ばれました。1月 10 日には平城小学校で伝達式が行われ、岩﨑さ

んに表彰状等が授与されました。

　受賞作品では、「転校生が来ることになったが、実は、その転校生は前の

学校で暴力事件を起こしている。それでもその友達に話しかけますか」と

いった、社会を明るくする運動の学習の中で校長先生が話した架空の出来事から感じ取った、岩

﨑さんの人を大切に思う気持ちが綴られています。

　「人は一人では生きていけない。暴力事件を起こした人にも友達は絶対に必要。私は、その友

達のことも大切に思い、守りたい」。当時の学習で、このように感じた岩﨑さんには、保育士に

なりたいという夢があるそうです。作文は、「将来、一人で困っている子どもがいたら、しっか

り助けられる大人になりたい。一人で困っている人を見かけたら、『どうしたの』と優しく声をか

けることが、私にできる“社会を明るくする運動”だと思いました」と締めくくられています。

　この気持ちを持ち続け、岩﨑さんには、すばらしい保育士さんになってもらいたいですね。

町長の行動
12 月
16 日 「えひめのミカタ」収録
18日 サンパール観光株式会社定時取締役会
24日 中村河川国道事務所道路要望（四万十市）
25日 大洲河川国道事務所道路要望（大洲市）
26日 愛南町観光 PR事業（日本食研での愛南かきの販売）（今治市 )
27 日 愛媛 CATV収録
29 日 プロ野球愛媛県人会懇親会（松山市）など

1 月
 3 日 町成人式
 5 日 愛南漁協 新春「初市の式典」
 6 日 年賀交歓会（松山市）
 7 日 宇和島地区廃棄物処理施設整備促進協議会（宇和島市）
 8 日 道路要望（松山市）
10日 くにひろ育英会臨時役員会、行政及び商工会との懇談会  など

愛南町の人口
平成 26 年 1 月 1日現在

10,789 戸世帯数 11,269 人男 12,757 人女24,026 人人口

岩﨑汐里さん
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　愛媛県身体障害者団体連

合会の副会長としてご活躍

中の河内修
し ゅ う じ

二さんが、県内

の障害者福祉の推進と障害

者の更生援護に多大な功績

があったとして、昨年開催

された「第 33 回障害者福祉

推進愛媛県大会」（12/8、松

前町）で県知事表彰を受けま

した。

　愛南漁協魚類養殖協議会 (濱田

一
か ず ふ さ

房会長 ) が、丹精込めて育てた

おいしい養殖魚を味わってもらお

うと、マダイ57匹、ブリ 9匹を町

内 7か所の福祉施設に贈りました。

自在園特別養護老人ホームでは、

入江緑
みどり

さんが代表して濱田会長か

らマダイを受け取り、うれしそう

に笑顔を見せました。(12/25)

　県立南宇和病院で、年末恒例と

なった南宇和高校吹奏楽部による

院内演奏会が行われ「南高ヒット

パレード」など 8曲が演奏されま

した。南高生による元気いっぱい

の迫力ある演奏は、外来や入院患

者の皆さんにとって素晴らしいク

リスマスプレゼントとなりました。

(12/25)

　今年も花と共に元気を届けるこ

とを目的に、町城辺赤十字奉仕団

（坂本令
れ い こ

子委員長）の皆さんが城辺

地域で緊急通報装置を設置した独

居高齢者 54 名を訪れ、シクラメ

ンの鉢植えを贈り安否確認を行い

ました。(12/18)

　『110 番の日』に合わせ、緑小学

校で「110 番の日 4 校合同臨時授

業参観」が開催され、緑小、僧都

小、菊川小、長月小の児童たちが、

愛南警察署の警察官から交通安全

などについて楽しく学びました。

(1/10)

　まだ薄暗い早朝6時 30分から愛

南漁協本所で「初市の式典」が実

施されました。式典では酒樽を割

る鏡開きや三本締めが行われ、漁

協関係者などが市場の盛況と漁協

事業の発展を祈願しました。(1/5)



p4広報あいなん

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
平
成
26
年
愛
南
町
成
人
式
」が
行
わ
れ
、対
象
者
2
5
8
人
中
2
1
5
人（
男

性
1
0
8
人
、
女
性
1
0
7
人
）の
新
成
人
が
参
加
し
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
新
成
人
一
人
一
人
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
清
水
町
長
が
式
辞
を
述
べ「
今
後
ま
す
ま

す
知
性
を
磨
き
、
内
に
秘
め
て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
自
身
の
大
き
な
夢
や
希

望
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
挑
戦
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
片
山
隼は

や

と杜
さ
ん
（
城
辺
乙
）
と
西
村
緩か

ん

な奈
さ
ん
（
柏
）
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
、
石
橋
美み

づ

き希
さ
ん
（
御
荘
平
城
）
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
田
萌

め
ぐ
み

さ
ん
（
御
荘
平
城
）

と
松
田
怜さ

と

こ子
さ
ん
（
城
辺
甲
）
が
、
新
成
人
と
し
て
の
新
た
な
責
任
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
新
成
人
誓
い

の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
若
者
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
で
満
た
さ
れ
、
旧
友
と

の
再
会
を
喜
ぶ
場
面
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

1/3

祝 
成
人
式 

〜
新
た
な
誓
い
を
胸
に
〜

吉田萌さん ( 写真左 ) と松田怜子さんは「新成人誓いの言葉」を読み
上げました。

答辞を述べる石橋美希さん
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内
海
地
域
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御
荘
地
域
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城
辺
地
域



p8広報あいなん

一
本
松
地
域
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西
海
地
域
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平
成
25
年
　
第
４
回
町
議
会
定
例
会

■
議
会
事
務
局
か
ら

 12/
  12～19

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
本
庁
議
場
で
、
平
成
25
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
議
会
で
は
、
ま
ず
、
所

管
事
務
調
査
の
報
告
と
し
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員

長
の
中
野
光み

つ

博ひ
ろ

議
員
か
ら
調

査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、
平
成
25

年
度（
平
成
24
年
度
実
績
）教
育
委
員

会
点
検
・
評
価
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
議
案
に
つ
い
て
は
、工
事
請
負
契

約
や
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
案
な
ど
条

例
の
一
部
改
正
、
一
般
会
計
・
特
別

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
「
複
式
学
級
と
新
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
稼
動
を
開
始
し
、

オ
ー
ル
電
化
で
最
新
の
設
備
を
設
置
し
、
食
の
安
全
・
児
童
生
徒
の
健
康

増
進
や
食
育
等
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
般
起
こ
っ
た
壁

面
の
ひ
び
割
れ
は
改
修
さ
れ
、
給
食
業
務
へ
の
支
障
は
な
か
っ
た
。
食
材

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
比
率
で
は
愛
南
町
産
が
10
％
、
愛
媛
県
内
産
が

37
％
、
計
47
％
が
愛
媛
県
産
で
あ
る
が
、
今
後
一
層
地
産
地
消
の
方
向
に

努
力
し
て
い
く
こ
と
。

　
次
に
、
複
式
学
級
に
つ
い
て
、
町
内
15
校
の
小
学
校
に
お
い
て
は
、
現

在
す
で
に
12
校
が
複
式
学
級
校
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
菊
川
小
学

校
の
統
廃
合
に
よ
り
11
校
と
な
る
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
飛
び
複
式
の

学
校
も
１
校
発
生
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
複
式
学
級

で
授
業
を
行
っ
て
い
る
長
月
、
福
浦
小
学
校
か
ら
授
業
内
容
の
説
明
を
受

け
た
。
複
式
学
級
は
２
学
年
同
時
の
指
導
が
原
則
で
あ
る
が
、１
人
の
教
諭

に
よ
る
２
学
年
同
時
の
直
接
指
導
は
困
難
で
あ
り
、学
習
過
程
を
ず
ら
し
て

組
合
せ
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、間
接
指
導
の
内
容
の
工
夫
や
そ

の
児
童
に
合
っ
た
効
果
的
な
学
習
の
工
夫
等
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
将
来

の
愛
南
町
を
担
う
子
供
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
の
場
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
援
助
が
で
き
る
か
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
停
電
時
の
対
応
策
が
い

ま
だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
災
害
時
食
の
最
重
要
拠
点
と
な
る
べ
き
施
設
と

考
え
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
複
式
学
級
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
複
式
学
級
支
援
員
の
検
討
を
行
う
時
期
に
来
て
お
り
、
前
向
き
な
対

策
を
強
く
要
望
す
る
。

一
般
質
問

質
問
者

質
　
問
　
事
　
項

草
木
原
由よ

し

幸ゆ
き

①
僧
都
ウ
イ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
発
電
事
業
に
つ
い
て

②
介
護
保
険
不
正
利
得
返
還
請
求
事
件
に
つ
い
て

渡
邊
知と

も

彦ひ
こ

①
風
力
発
電
施
設
と
健
康
被
害
、
自
然
破
壊
、
鳥
獣
類
の
生

態
系
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

②
地
域
医
療
に
つ
い
て

③
地
中
に
眠
る
古
代
ロ
マ
ン
に
つ
い
て

④
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て

内
倉
長ち

ょ
う
ぞ
う蔵

①
町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

②
新
庁
舎（
愛
媛
県
と
の
合
同
庁
舎
化
）建
設
に
つ
い
て

西
口
　

孝
た
か
し

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
で
本
当
に
地
域
農
業
は
守
れ
る
の
か
、

に
つ
い
て

坂
口
直な

お

樹き

①
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

②
通
学
路
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

③
通
学
路
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は
２
か
月
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

会
計
・
事
業
会
計
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
な
ど
、
17
議
案
を
原
案
可
決
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
に
藤

田
英ひ

で

子こ

氏
（
緑
甲
）
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
適
任
と
し
た
ほ
か
、
専
決

処
分
（
損
害
賠
償
の
和
解
に
つ
い
て
）

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
請
願
」

な
ど
３
件
の
請
願
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
。
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愛
南
の
う
ま
い
も
ん
、
愛
南
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

■
商
工
観
光
課
か
ら

竹田組合長、幸田さん、山口さんが
丸々と太ったブリを手際よく刺身
にし、社員の皆さんに振舞いました。

尾﨑さん、本多さんによる絶妙な
味付けで、かき汁約400食分が調
理されました。

大
規
模
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

■
防
災
対
策
課
か
ら

し
っ
か
り
歯
磨
き
で
む
し
歯
ゼ
ロ

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
愛
南
町
に
誘
致
し
た
株
式
会
社
レ

ク
ザ
ム
の
香
川
パ
ー
ク
ト
リ
ー
（
高

松
市
香
南
町
、
従
業
員
約
７
０
０

名
）
で
、
香
川
工
場
か
ら
遠
く
離
れ

た
愛
南
工
場
（
平
成
20
年
12
月
稼
動
）

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
昨

年
に
続
き
、
社
員
の
皆
さ
ん
に
本
町

の
冬
の
味
覚
を
代
表
す
る
愛
南
か
き

や
ブ
リ
な
ど
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
蒸
し
か
き
、
か
き
汁
や

ブ
リ
の
刺
身
の
試
食
を
行
い
ま
し

た
。
試
食
会
場
で
は
、
「
愛
南
の
か

き
は
身
が
大
き
く
て
と
ろ
け
る
よ
う

に
柔
ら
か
い
」、「
ブ
リ
は
脂
が
乗
っ

て
歯
ご
た
え
も
最
高
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

る
方
々
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
は
、
一
部
「
平
成
25

年
度
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
事
業
」

を
活
用
し
、
愛
南
町
ぎ
ょ
し
ょ
く
推

進
協
議
会
の
山
口
誠

ま
こ
と

さ
ん
に
参
加
い

た
だ
い
た
ほ
か
、
ブ
リ
の
調
理
の
た

め
に
久
良
漁
協
の
竹
田
英ひ

で

則の
り

組
合
長

と
幸
田
雅ま

さ

彦ひ
こ

さ
ん
、ま
た
、か
き
汁
の

味
付
け
の
た
め
に
尾
﨑
イ
ト
ミ
さ
ん

（
愛
南
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

会
長
）、本
多
惠け

い

子こ

さ
ん
（
同
副
会
長
）

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、岡
野
晋し

ん

滋じ

社
長
、住
田
博ひ

ろ

幸ゆ
き

副
社
長
を
は
じ
め
、
60
名
を
超
え
る

社
員
の
方
に
「
愛
南
町
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
の
申
出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
と
し
て
も
、
誘
致
企
業
と
の
良

好
な
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
事
業

所
の
留
置
に
よ
る
雇
用
拡
大
へ
と
結

び
付
く
よ
う
、事
業
活
動
の
側
面
的
な

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

 12/
     6

　
「
大
規
模
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
神
戸
大
学
社

会
科
学
系
教
育
研
究
府
の
紅
谷

し
ょ
う昇
平へ

い

特
命
准
教
授
が
『
大
災
害
の
生
活
課

題
と
事
前
に
備
え
る
地
域
づ
く
り
』

と
題
し
て
講
演
し
「
適
切
な
対
策
を

と
れ
ば
被
害
は
防
げ
る
。
近
所
付
き

合
い
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
で
〝
守

り
た
い
と
思
え
る
地
域
〞
を
築
く
こ

と
も
重
要
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究

セ
ン
タ
ー
の
森
伸し

ん

一い
ち

郎ろ
う

准
教
授
が

「
地
域
防
災
対
策
支
援
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
組
に
つ
い
て
報
告

し
た
ほ
か
、
昨
年
８
月
に
視
察
研
修

の
た
め
東

北
地
方
を

訪
れ
た
町

内
小
学
校

の
児
童
が

体
験
報
告

を
行
い
ま

し
た
。
※

児
童
の
体

験
報
告
の

概
要
は
、
「
広
報
あ
い
な
ん
１
月
号

（v
o
l.1
1
2

）」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
と
愛
南
町
食
育
推
進
協
議

会
で
は
、
愛
南
食
育
計
画
で
の
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
む
し
歯
ゼ
ロ
率
の

高
い
保
育
所
・
幼
稚
園
や
小
・
中
学

校
か
ら
「
愛
な
ん
歯
つ
ら
つ
大
賞
」

を
決
定
し
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
次
の
と
お
り
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

※（
　
）内
の
数
字
は
む
し
歯
ゼ
ロ
率

保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

　
　
　
船
越
保
育
園（
76
・
74
％
）

小
学
校
の
部

　
　
　
長
月
小
学
校（
１
０
０
％
）

中
学
校
の
部

　
　
　
内
海
中
学
校（
１
０
０
％
）

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き
を

し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま
し
ょ

う
。  12/

   15
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交
通
災
害
共
済
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

む
し
歯
０
本
、お
め
で
と
う

■
保
健
福
祉
課
か
ら

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

■
学
校
教
育
課
か
ら

人
権
擁
護
委
員
の
お
知
ら
せ

■
町
民
課
か
ら

共
済
掛
金（
年
額
）

　
　
一
般
　
　
　
　
７
０
０
円

　
　
中
学
生
以
下
　
３
０
０
円

加
入
口
数
　
１
名
に
つ
き
１
口
に
限

り
ま
す
。

共
済
期
間
　
平
成
26
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

※
期
間
途
中
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、

掛
金
を
納
め
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

加
入
資
格

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
方

○
共
済
加
入
者
の
被
扶
養
者
等
で
町

外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

申
込
受
付
　
３
月
３
日（
月
）か
ら

申
込
用
紙
の
配
布

　
２
月
末
日
に
、
平
成
25
年
度
に
加

入
さ
れ
た
方
に
の
み
発
送
し
ま
す
。

申
込
先

　
総
務
課
、
各
支
所
又
は
所
定
の
金

融
機
関

問
合
せ

　
総
務
課 

℡
７
２
―

１
２
１
１

　
愛
南
町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診

査
で
、
む
し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お

子
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
に
実
施
し
た
５
歳
児
健
診

で
は
、
23
名
の
受
診
者
の
う
ち
11

名
の
お
子
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
歯
磨
き

を
し
て
、
き
れ
い
な
歯
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

 

中
　
尾
　
紗さ

　
唯ゆ 

ち
ゃ
ん（
平
　
碆
）

岩
　
﨑
　
　
快か

い

　 

く
ん（
中
　
浦
）

早
　
﨑
　
純

じ
ゅ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎 

く
ん（
御
荘
平
城
）  

早
　
﨑
　
宗そ

う

次じ

郎ろ
う 

く
ん（
御
荘
平
城
）  

 

　
川
　
透と

う

　
吾ご 

く
ん（
御
荘
平
城
）  

濵
　
田
　
由ゆ

　
宇う 

ち
ゃ
ん（
御
荘
平
城
） 

山
　
上
　
敦あ

つ

　
大ひ

ろ 

く
ん（
御
荘
平
城
）  

倉
　
田
　
蓮れ

ん

　
翔か 

く
ん（
御
荘
平
城
）

清
　
水
　
煌こ

う

　
正せ

い 

く
ん（
御
荘
平
城
）

本
　
田
　
紗さ

　
矢や 

ち
ゃ
ん（
城
辺
甲
）

濵
　
田
　
匡ま

さ

　
史し 

く
ん（
増
　
田
）

　
愛
南
町
で
は
、
小
・
中
学
校
に
通

学
し
て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
給
食

費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お

困
り
の
ご
家
庭
に
対
し
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
昨
年
度
又
は
今
年
度
に
お
い
て
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ

世
帯
の
所
得
合
計
が
本
町
の
認
定
基

準
以
下
の
ご
家
庭
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑴
生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
に

な
っ
た
ご
家
庭

⑵
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
ご
家

庭

⑶
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
ご
家
庭

※
認
定
を
受
け
る
際
に
は
審
査
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
要
件
に
該
当
し

て
も
必
ず
援
助
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

申
請
書
類

⑴
就
学
援
助
費
申
請
書
（
小
・
中
学

校
及
び
学
校
教
育
課
に
あ
り
ま

す
。）

⑵
平
成
25
年
度
分
の
課
税
証
明
書

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
以
外
の

書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
学
校
教
育
課 

℡
７
２
―

１
１
１
３

　
１
月
１
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か

ら
金
子
敦あ

つ

子こ

氏
（
緑
甲
）
が
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護

委
員
法
に
基
づ
き
委
嘱
さ
れ
た
、

私
た
ち
の
町
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で

す
。
暮
ら
し
の
中
で
の
悩
み
や
心
配

ご
と
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ 

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
松
山
地
方
法
務
局
宇
和
島
支
局

　
　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

０
７
７
０
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御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
舞
の
海
秀
平
氏 

講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
19
日（
水
） 

19
時
〜

　
　
　（
開
場
18
時
30
分
）

会
場
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
合
せ

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
資
格
の
手
続
き
や
柔
道
整
復
等
の
正

し
い
か
か
り
方
は
ご
存
知
で
す
か
。

資
格
の
手
続
き

こ
ん
な
と
き

手
続
き

い
つ
ま
で

必
要
な
も
の

転
居
や
転
出

を
す
る
と
き

保
険
証
を
添
え
て
届
出

14
日
以
内
に

印
鑑
、
保
険
証
等

生
活
保
護
が

開
始
又
は
廃

止
に
な
っ
た

と
き

生
活
保
護
を
受
け
る
場
合

は
資
格
を
失
い
、
生
活
保

護
の
廃
止
の
場
合
は
資
格

を
取
得
す
る
た
め
届
出
が

必
要
で
す
。

す
み
や
か
に

印
鑑
、
生
活
保
護

決
定
通
知
書
、
生

活
保
護
廃
止
通
知

書
、
保
険
証
等

一
定
の
障
害

が
あ
る
65
歳

以
上
の
方
で

後
期
高
齢
者

医
療
に
加
入

を
希
望
す
る

と
き

【
一
定
の
障
害
】

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

か
ら
３
級
及
び
４
級
の
一

部・
療
育
手
帳
A1
、
A2

・
精
神
障
害
手
帳
１
、２
級

・
国
民
年
金
証
書
（
障
害
）

１
、
２
級

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
を
希
望
す
る
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

加
入
を
希
望

す
る
と
き

印
鑑
、
一
定
の
障

害
が
わ
か
る
手
帳

や
年
金
証
書
、
現

在
の
医
療
保
険
証

低
所
得
の
方

で
窓
口
負
担

を
抑
え
た
い

と
き

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
被

保
険
者
は
申
請
す
る
と

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

必
要
に
な
っ

た
と
き

印
鑑
、
保
険
証

◇
柔
道
整
復
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・
き
ゅ
う
を
受
け
る
方
へ

種
　
類

保
険
が
使
え
る
施
術

注
意
事
項

柔
道
整
復

（
整
骨
院
・
接
骨
院
等
）

打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷
（
肉

離
れ
な
ど
）、骨
折
・
脱
臼

（
応
急
手
当
の
場
合
を
除

き
、
医
師
の
同
意
が
必
要

で
す
。）

骨
や
関
節
・
筋
肉
の
ケ

ガ
の
治
療
や
応
急
手
当

を
目
的
と
す
る
施
術
で

す
。

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

筋
麻
痺
や
関
節
拘
縮
な
ど

で
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
必
要
と
す
る
症
状
の
場

合

医
師
が
必
要
と
認
め
た

場
合
、
症
状
改
善
な
ど

の
目
的
で
、
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
・

き
ゅ
う
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う

神
経
痛
、
腰
痛
症
、
五
十

肩
、
リ
ウ
マ
チ 

な
ど

※
単
に
、
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り（
疲
労
回
復
）・
気
持
ち
が
良
い
と
い
っ
た

理
由
で
受
け
る
も
の（
慰
安
目
的
）に
つ
い
て
は
、
保
険
の
対
象
外
で
す
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

■
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

平
成
26
年
度
一
時
保
育
利
用
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

国
民
健
康
保
険
被
保
険
証
の
一
斉
送
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と
罰
せ
ら

れ
ま
す
。ま
た
、有
権
者
が
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
（
候
補
者
、候
補
者
に
な
ろ

う
と
す
る
者
、現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の

　
　
　
　
　
　
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　
有
権
者
が
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は

政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求

め
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ

る
団
体
が
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示

し
て
選
挙
に
関
し
寄
附
を
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。

■
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止

　
後
援
団
体
が
花
輪
や
香
典
、
祝
儀

な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
有
料
広
告
の
禁
止

　
政
治
家
や
後
援
団
体
が
有
料
の
あ
い

さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

■
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
は
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会 

  

℡
７
２
―

１
２
１
１

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
緑
乙（
樋
口
）

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
愛
南
町
で
は
子
育
て
家
庭
を
応
援

す
る
た
め
、
一
時
保
育
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
傷
病
、
入

院
、
家
族
の
看
護
な
ど
緊
急
を
要
す

る
と
き
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
集
団
保

育
の
体
験
、
兄
弟
の
学
校
行
事
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
理
由
で
も
ご
利

用
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
度
４
月
か

ら
一
時
保
育
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
登
録
申
請
が
必
要
で
す
（
申

請
書
は
保
健
福
祉
課
・
各
支
所
・
町

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
に
用
意
し
て

い
ま
す
。）
。
一
時
保
育
を
上
手
に
活

用
し
、
子
育
て
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

実
施
保
育
所
　
町
立
緑
保
育
所

（
℡
７
２
―

０
８
９
７
）

対
象
児
童

　
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な
い
満
１

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
集
団

保
育
が
可
能
な
児
童

利
用
登
録
の
手
順

①
緑
保
育
所
に
面
接
日
予
約
の
電
話

②
緑
保
育
所
に
申
請
書
を
提
出
。
同

時
に
児
童
同
伴
で
の
面
接

③
審
査
、
決
定

④
保
護
者
に
承
諾
書
等
を
送
付

利
用
申
込
み
　
承
諾
書
に
記
載
の
あ

る「
登
録
番
号
」に
よ
り
、
緑
保
育
所

に
電
話
等
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
日
数
や
保
育
料
等
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26

年
３
月
31
日
で
す
。
３
月
下
旬
に
新

し
い
被
保
険
者
証
を
、
普
通
郵
便
で

送
付
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
町

民
課
又
は
各
支
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　３月１１日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　２月８日（土）・２６日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
お
ト
ク
で
す

■
町
民
課
か
ら

し
尿
く
み
取
料
金
を
改
定
し
ま
す

■
環
境
衛
生
課
か
ら

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
上
、
納
め
忘
れ
も

な
く
と
て
も
便
利
で
す
。
ま
た
、
口

座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料
を
当

月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い
６
か
月
前
納
（
４
月
分

〜
９
月
分
・
10
月
分
〜
翌
年
３
月

分
）
、
１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月

分
）も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

※
平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
前
納

（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）
が
始
ま
る

予
定
で
す
。
な
お
、
６
か
月
前
納
・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
の
お
申
込
期

限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年

金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
書
類
、
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
出

印
を
ご
持
参
の
上
、
ご
希
望
の
金
融

機
関
・
年
金
事
務
所
又
は
役
場
町
民

課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
お
申
込
み
か
ら
数
週
間
後
に
、
手

続
き
完
了
と
振
替
開
始
月
の
お
知

ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

付
対
象
月
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

（
口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
現
金
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）。

◇
振
替
日
が
休
日
の
場
合
、
翌
営
業

日
に
振
替
さ
れ
ま
す
。

◇
一
部
納
付（
一
部
免
除
）
さ
れ
て
い

る
方
は
、「
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
）」の
み
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
２
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

  

税
務
課
等
か
ら

２
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

固

定

資

産

税

4期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

9期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

8期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
し
尿
の
く
み
取
料
金
は
、
平
成
18

年
１
月
１
日
に
改
定
し
て
以
来
、
現

在
ま
で
据
え
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

物
価
の
上
昇
な
ど
を
考
慮
し
料
金
の

見
直
し
を
行
い
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
次
の
と
お
り
改
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
し
尿
く
み
取
料
金
】

18
ℓ
当
た
り

【
改
定
前
】 

１
３
６
円
（
税
込
み
料

金
。
税
抜
き
１
３
０
円
）以
内

　
　
　
←

【
改
定
後
】 

１
６
２
円
（
税
込
み
料

金
。
税
抜
き
１
５
０
円
）以
内

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６
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可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
・

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

■
愛
南
地
域
連
携
会
議
か
ら

介護（介護予防）サービスを利用する手順

　
鈴
木
さ
ん
（
仮
名
）
の
退
院
が
近
く

な
り
ま
し
た
。
が
ん
専
門
病
院
の
地

域
連
携
室
か
ら
相
談
を
受
け
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
鈴
木
さ
ん

に
、
連
携
室
と
協
力
し
な
が
ら
介
護

保
険
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
約
１
か
月
後
、
「
要
支
援
２
」
の

認
定
が
で
ま
し
た
。
退
院
後
は
「
趣

味
の
釣
り
に
行
く
」
こ
と
を
目
標

に
、
鈴
木
さ
ん
は
週
２
回
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
通
い
、
足
腰
の
力

を
つ
け
る
運
動
や
適
量
の
食
事
が
摂

れ
る
よ
う
口
腔
機
能
の
向
上
に
努
め

ま
し
た
。

　
数
年
が
経
過
し
、
鈴
木
さ
ん
の
が

ん
が
再
発
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
の

更
新
で
は
「
要
介
護
３
」
の
認
定
で

し
た
。

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
ご
本
人
や
ご
家

族
と
相
談
し
て
「
要
支
援
↓
要
介

護
」
に
移
行
し
た
こ
と
で
、
希
望
の

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
の
連
絡
調

整
を
行
い
ま
し
た
。

　
依
頼
を
受
け
た
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
担
当
ケ
ア
マ
ネ
は
、
早
速
ご

本
人
や
ご
家
族
の
意
向
確
認
を
行
う

た
め
に
自
宅
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
治
療
を
続
け
な
が

ら
、
で
き
れ
ば
最
後
ま
で
家
で
暮
ら

し
た
い
。
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
は
友
達

も
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
通
い
た

い
」
と
の
意
向
。
奥
さ
ん
は
「
自
分

の
体
調
も
あ
ま
り
良
く
な
い
け
れ

ど
、
本
人
の
希
望
も
あ
る
の
で
、
い

ろ
い
ろ
と
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
夫

の
思
う
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
」
と

の
意
向
で
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
体

調
は
、
食
事
量
も
少
な
く
体
力
も
低

下
、
歩
行
は
で
き
に
く
く
、
少
し

歩
く
と
し
ん
ど
さ
を
感
じ
る
状
態
で

す
。

　
意
向
を
確
認
し
た
担
当
ケ
ア
マ
ネ

は
、
今
後
予
測
さ
れ
る
体
調
の
変

化
、
ご
本
人
や
ご
家
族
の
希
望
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
か
か
り
つ
け
医
の

訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
な
ど
の
調
整

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
体
の
し
ん

ど
さ
や
食
事
量
の
変
化
に
留
意
し
な

が
ら
、
週
２
回
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と

週
３
回
の
訪
問
看
護
、
主
治
医
等
と

連
携
を
行
い
な
が
ら
自
宅
生
活
を
支

え
ま
し
た
。
徐
々
に
し
ん
ど
さ
や
痛

み
が
出
て
き
た
た
め
、
自

分
で
歩
い
た
り
起
き
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
は
電

動
の
特
殊
寝
台
や
車
い
す

を
検
討
し
、
借
り
る
こ
と

に
し
ま
し
た
（
福
祉
用
具
貸

与
）。

　
お
か
げ
で
、
鈴
木
さ
ん

は
自
分
で
体
を
起
こ
し
た

り
、
介
助
を
し
て
も
ら
っ

て
車
い
す
へ
移
乗
し
、
天

気
の
良
い
日
な
ど
は
室
内

か
ら
外
を
眺
め
て
過
ご
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
あ
る
日
、
鈴
木
さ
ん
の

奥
さ
ん
が
介
護
疲
れ
か
ら

体
調
を
崩
し
た
た
め
、
１

週
間
ほ
ど
老
人
保
健
施
設

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
使

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
シ
リ
ー
ズ
④
に
つ
づ
く
）

シ
リ
ー
ズ
③

問
合
せ

　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

７
３
２
５

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

認
　
　
定
・
通
　
　
知

審
　
　
査
・
判
　
　
定

申
　
　
　
　
　
　
　
請

認
定
調
査
＋
主
治
医
の
意
見
書
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「
感
謝
の
輪
」

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

南
楽
園
梅
ま
つ
り
の
ご
案
内

南
レ
ク
か
ら

　
２
０
１
３
年
を
表
す
漢
字
は

「
輪
」
だ
っ
た
。
震
災
で
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
し

た
か
ら
だ
ろ
う
ね
。
私
自
身
、
こ
の

守
る
会
で
も
「
輪
」
の
大
切
さ
を
感

じ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
守
る
会
は
会
長
さ
ん
を
先
頭
に
、

こ
れ
を
や
っ
て
み
よ
う
、
あ
れ
を

や
っ
て
み
よ
う
、
と
い
ろ
い
ろ
策
を

練
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
勉
強
会
に

参
加
し
た
と
き
の
こ
と
。
「
病
院
に

人
が
通
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
病
院
は

つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
」
と
、
あ

る
医
師
の
言
葉
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
だ
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
ダ
メ

だ
っ
て
勉
強
し
た
も
ん
！
…
ち
ょ
っ

と
待
て
よ
。
ス
ー
パ
ー
だ
っ
て
お
客

が
来
な
け
り
ゃ
つ
ぶ
れ
ち
ゃ
う
。

そ
っ
か
、
病
院
だ
っ
て
同
じ
だ
っ
た

ん
だ
。
た
だ
、
受
診
時
間
を
守
り
ま

し
ょ
う
よ
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
来
て
く
れ
て
い
る
医
師
に
感
謝
し

よ
う
よ
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
。

　
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
う
ち
に
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
、
人
の
た
め
に
少
し
時
間
と

力
を
使
う
こ
と
が
と
っ
て
も
大
切
な

ん
だ
な
っ
て
わ
か
っ
た
。
一
人
一
人

の
「
ほ
ん
の
少
し
」
が
、
集
ま
る
と

「
す
ご
い
こ
と
」
に
つ
な
が
っ
て
、

大
き
な
輪
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。

　
産
声
を
あ
げ
て
よ
ち
よ
ち
歩
き
を

始
め
た
守
る
会
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
ふ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

そ
の
成
長
過
程
の
渦
中
に
い
ら
れ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
と
う
。
守
る
会
と

一
緒
に
私
も
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い

こ
う
。

　
「
あ
り
が
と
う
ポ
ス
ト
」
を
設
置

し
ま
し
た
！
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡  
７
３
―

２
２
８
８

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

「
県
境
無
料
法
律
相
談
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
か
ら

　
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
８
日（
土
）　
10
時
〜
15
時

場
所
　
城
辺
社
会
福
祉
会
館

問
合
せ

　
愛
媛
県
司
法
書
士
会 

℡  
０
８
９
―

９
４
１
―

８
０
６
５

お知らせ

い
っ
し
ょ
に
働
き
ま
せ
ん
か

愛
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
愛
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、正
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
60
歳
以
上
の
健
康
で
ま
じ
め
に
働
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で

す
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
事
務
所
（
℡  
７
３
―

２
９
０
０
、御
荘
支

所
内
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

　
四
国
最
大
規
模
の
日
本
庭
園
「
南
楽
園
」（
宇
和

島
市
津
島
町
）
で
、
梅
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

園
内
約
１
６
０
本
の
梅
が
次
々
と
咲
き
、
１
か
月

に
わ
た
り
花
見
が
楽
し
め
ま
す
。
期
間
中
は
、
設

置
面
積
40
平
方
メ
ー
ト
ル
の
座
敷
雛
の
展
示
や
梅

の
盆
栽
な
ど
花
木
の
販
売
、
梅
見
茶
屋
で
の
梅
茶

の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
間
　
２
月
１
日（
土
）〜
３
月
２
日（
日
） 

　
　
　
９
時
〜
17
時

入
園
料
　
大
人
　
３
０
０
円
　
子
ど
も
　
１
５
０
円

問
合
せ

　
南
楽
園 

℡  
０
８
９
５
―

３
２
―

３
３
４
４

お知らせ
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確
定
申
告
は
お
早
め
に

宇
和
島
税
務
署
か
ら

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

地
域
伝
統
文
化
キ
ッ
ズ
・
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

愛
媛
県
か
ら

　
確
定
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
。
申
告
は
正
し
く
、
お

早
め
に
。
納
税
は
、
振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
申
告
と
納
税
は
】

①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
　
３
月
17
日（
月
）ま
で

②
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
　
３
月
31
日（
月
）ま
で

※
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
場
合
の
振
替
日
は
、

　
①
が
４
月
22
日（
火
）、
②
が
４
月
24
日（
木
）で
す
。

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

）の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当
項
目
を
入
力

す
れ
ば
、
所
得
税
や
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
が
簡

単
に
作
成
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
宇
和
島
税
務
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

お知らせ

募
集
内
容
　
介
護
職
員
　
５
名

　
　
　
　
　
栄
養
士
　
　
２
名（
栄
養
士
等
の
資
格
が
必
要
で
す
。）

　
　
　
　
　
調
理
員
　
　
２
名

試
験
　
面
接
試
験（
応
募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。）

応
募
要
項
　
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
、
希
望
職
種
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
資
格
の
写
し
等
を
添
付
す
る
こ
と
）。

申
込
期
日
　
２
月
20
日（
木
）※
郵
送
の
場
合
は
必
着

　
賃
金
、
雇
用
期
間
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

お知らせ

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
た
め
に
各
地
で
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
更

な
る
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
現
在
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
く「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
お

手
伝
い
を
通
じ
て
、
幸
せ
な
結
婚
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
愛
の
キ
ュ
ー

ピ
ッ
ド
役
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
に
応
募
さ
れ
る
方

を
対
象
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す（
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。）。

◆
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

日
時
　
２
月
12
日（
水
）　
10
時
〜
12
時

場
所
　
大
洲
喜
多
法
人
会

※
説
明
会
は
東
・
中
予
地
区
で
も
開
催
し
ま
す
。
会
場
、
申
込
方
法
等

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
サ
イ
ト（h

ttp
://w
w
w
.m
sc-eh

im
e.jp

）

携
帯
サ
イ
ト（h

ttp
://w
w
w
.m
sc-eh

im
e.jp
/m
/

）

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
０
８
９
―

９
３
３
―

５
５
９
６

お知らせ

　
和
太
鼓
や
伊
予
万
歳
な
ど
愛
媛
の
多
彩
な
伝
統
芸
能
を
子
ど
も
た
ち

が
熱
演
。
茶
道
や
俳
句
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
も
体
験
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
23
日（
日
）　
10
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山
市
）

問
合
せ

　
県
庁
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
７
２

お知らせ
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　～あらたな一歩～

税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
者
か
ら
の

電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

宇
和
島
税
務
署
か
ら

　
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金

受
給
調
査
と
称
し
て
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
宇
和
島
税
務
署（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

－あいなん音故地新－
　出会いと別れが交差する季節。卒業。この時期になると今までを振り返る。…“振り返

る”じゃないか、“思い出す”やね。節目、節目を思い出す。夢を抱いて町を出た18歳。

最後の挑戦!と上京を決めた26歳。それぞれ心に決めて描いた未来。それに向かって踏み

出した一歩やった。デコボコ道やくねくね道を晴れの日も雨の日もいろんな人の力を借り

ながら、時に急ぎ足で、そしてたまに休みながら自分の足で歩いてきた。その頃見てた未

来と違う場所に、今のあたしは立ってる。決して“成功”と言えるような華やかな場所

じゃないけど、あの頃描いてた未来より充実した未来の中にあたしは立ってる。きっとこ

れからもそうやろう。決めた場所に予定どおり予定時刻に到着！なんてこと、ありえへ

ん！！笑。仮にそんな地図やらナビがあったとしてもこっちからお断りやわ〓笑。

　未来は見えんからいい。楽しい。夢がある。予期せぬ

出来事に心が折れそうになっても、うつむいた視線の先

に小さな花を見つけたりする。

　これから大きな夢を持って一歩を踏み出す子どもた

ち。一生懸命歩き続けて。その先に待ってる未来は今描

くものよりはるかに素晴らしいぞ！（テノヒラkiku）

事
業
者
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
で
す

宇
和
島
税
務
署
か
ら

消
費
税
法
改
正
等
に
つ
い
て

　
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
。）
の
税
率
が
、
平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
８
％
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
消
費
税
率
改
正
以
後
に
行
わ
れ
る
取

引
で
あ
っ
て
も
、
経
過
措
置
に
よ
り
旧
税
率
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税
期
間
の
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
帳
簿
等
に
お
い
て
、

課
税
取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
税
の
納
付
は
期
限
内
に

◆
消
費
税
を
期
限
内
に
納
め
る
た
め
に
は
、
資
金
不
足
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
計
画
的
な
納
税
資
金
の
積
立
て
を
す
る
な
ど
、
事
前
の
ご
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
税
務
署
や
金
融
機
関
に
行
か
な
く
て
も
納
税
で
き
る
安
全
・
便
利
な

振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書
送

付
依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
宇
和
島
税
務
署 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１

お知らせ
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THU木曜日 FRI金曜日 土曜日

西海 B

城辺 A

城辺 B

城辺 C

大敷貞芳作業所、荒樫、魚神山
亀井作業所、油袋漁民センター、
旧川村光男作業所、兵頭郁生さ
ん宅前、旧内海支所、魚神山船
越・平婆・柏崎各集会所

内尾串駐輪場、上大道公民館、
広見・中川各コミュニティセン
ター、一本松・満倉・小山本村・
正木各集会所

武者泊消防車庫前、麦ケ浦バス
停裏、福浦駐在所手前、樽見小
学校跡、大成川・小成川・下久家・
久家各集会所

中泊埋立駐車場、西海支所、西
海保健センター、外泊・内泊・
船越・小浦・弓立・越田各集会
所

城の辺学習館、東海公民館、矢
の町第２・松本・蓮乗寺・敦盛
各集会所

僧都ふれあい交流館、緑基幹
集落センター、三島団地、愛
南町役場、山出・太場・豊田・
長野各集会所、中ノ谷・鼻共
同住宅横

中玉バス停跡、旧深浦漁協冷蔵
庫前、久良ふるさとセンター・
深浦公民館、小屋の浦・古月・
鯆越・脇本各集会所

犬・猫の引取り
については、決められた時間
内に、認め印を持って環境衛
生課又は各支所まで連れて来
てください。なお、飼い犬・
飼い猫の場合は有料（愛媛県
収入証紙が必要）ですのでご
注意ください。
※3月の引取日は、5日、12日、
19日です。
問合せ

環境衛生課（TEL72-7316）

馬場消防詰所横、和口町営住宅
駐車場、和口第二・馬瀬・深泥・
寺新町各集会所、節崎コミュニ
ティセンター

御荘菊川農村研修センター、御
荘文化センター、平山・長洲・
長崎・貝塚・八幡野各集会所

中浦漁村振興センター、御荘中
学校前、赤水コミュニティセン
ター、長月公民館、猿鳴・左右水・
尻貝・高畑各集会所

新聞・雑誌ダンボール等収集区分詳細

一般内科・救急病院連絡先のご案内

御荘 A

御荘 B

御荘 C

内海

一本松

西海 A

備考
１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
２．診療科目は内科系の救急患者とします。

県立南宇和病院
城辺甲 TEL72-1231

西本病院
御荘平城 TEL73-2121

岡沢クリニック
御荘平城 TEL70-1511

福浦診療所
福浦 TEL83-0510
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新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｃ（3月の収集は10日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

一本松（3月の収集は14日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ｂ（3月の収集は20日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｃ（3月の収集は28日）

育児相談「うみのこ広場」
●西海支所2階親子ふれあい交流室
　9：30～11：30

育児相談「みるく広場」
●一本松保健センター
　9：30～11：00

乳児栄養相談「もぐもぐ教室」
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

３月の主な行事予定
  2日（日）
　  〃
　  〃
　  〃
  5日（水）
  9日（日）
16日（日）
19日（水）
23日（日）

9：30～12：00
13：00～16：00
8：30～17：00
9：00～16：00
12：30～16：00
8：30～17：00
9：00～16：00
19：00～21：30
14：00～

平成25年度 第2回剣道級位審査会
第9回 愛南町スポーツ少年大会 剣道競技 
第45回 南宇和郡サッカー選手権大会
第20回 愛南レクバレーボール大会
第27回 愛南町クロッケー親睦交流大会
第6回 愛南町スポーツ少年大会バレーボール球技
愛南町9人制女子バレーボール大会
御荘文化センター自主事業 舞の海秀平氏 講演会
菊川小学校閉校式

一本松交流促進センター
一本松交流促進センター
南レク城辺多目的広場
御荘B&G海洋センター体育館
南レク御荘多目的広場
一本松交流促進センター
御荘B&G海洋センター体育館
御荘文化センター
菊川小学校

第4回 生涯学習講座
●御荘文化センター
　13：30～15：00

愛南町PTA大会
●御荘文化センター
   14：00～17：00



ご家庭の
行事や用事の
メモとしても
ご利用ください。
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救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）県立南宇和病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）福浦診療所

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）西本病院

救急病院県立南宇和病院
当直医（一般内科）岡沢クリニック

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

犬・猫の引取日
●環境衛生課又は各支所
　 8：30～10：00

新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ａ（3月の収集は4日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

御荘Ｂ（3月の収集は6日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

内海（3月の収集は12日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

西海Ａ（3月の収集は18日）

新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ａ（3月の収集は24日）
新聞・雑誌ダンボール等収集

城辺Ｂ（3月の収集は26日）

育児相談「みなみっ子」
●御荘夢創造館　9：30～11：30

育児相談「すくすく相談」
●城辺保健福祉センター
　 9：30～11：00

育児相談「げんきっ子」
●内海保健センター
　 9：30～11：30

5歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H20年12月1日～H21年1月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

3歳児健診
●城辺保健福祉センター
対象年齢
　H22年11月1日～12月31日生まれ
　（受付時間 12：50～13：20）

病態栄養相談
●城辺保健福祉センター
　13：30～15：30 ※要事前申込み

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

２０１４年
平成２６年２月暮らしカレンダー

第9回 愛南町ふれあい健康マラソン大会
●御荘B&G海洋センター周辺コース
　8：45～12：30

行政相談
●城の辺学習館ほか
　13：00～15：00

愛いっぱい愛南産直市
●松山三越　2月18日（火）～24日（月）　10：00～19：00

ネイチャーフォト同人会
●DE・あ・い・21
　8：30～19：00 ※27日（木）まで

うまいもん市inあいなん2014
●南レクロッジ前広場
　9：30～15：00

若者しごと相談会
●愛南町就職支援センター
　11：20～15：00

消費生活相談員相談日
●役場本庁
　9：00～16：00

第8回 愛南コーラス
フェスティバル
●御荘文化センター
　14：00～16：00
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　2 月 9 日はフグの日なので、色彩が美しく、観賞用と

しても人気のあるハナキンチャクフグの紹介をしたい。

　愛南町では普通に見られる 10cm程度の小さなフグで

ある。特徴は 4本の縞模様とその周りを飾る、青色と黄

色のラインである。特に目の周りは、歌舞伎役者のよう

に派手に飾り立てている。この鮮やかな模様で仲間を見

分けていると思われるが、本当のところは本人（本魚 ?）

にしか分からない。

　フグの仲間はテトロドトキシンという猛毒をもってい

ることで有名だが、このハナキンチャクフグも例外では

ない。内臓に毒を蓄えているだけでなく、皮膚からも分

泌して身を守っているそうだ。

　このハナキンチャクフグは、フグ科キタマクラ属に分

類されている。「食べると北枕に寝かされることになる

ぞ」という先人の教えであろうか。防波堤からも釣れる

ことがあるが、くれぐれも食べることのないように。

（撮影地 :亀倉）               愛南サンゴを守る会 西尾知
とも て る

照

本日!海日和!! 　  「食べたら北枕」vol39

5

6

　御荘文化センターで「こども縄

文体験 レッツ!縄文クッキング!

～縄文人のちえを学ぶ～」が開催

され、町内の児童や保護者など

約30名が参加しました。

　子どもたちは、県埋蔵文化財

センターの多田仁
じ ん

調査員と藤本

清
き よ し

志調査員から石器の説明を受

けた後、敲
た た き

石
い し

、石
い し

皿
ざ ら

といった石

器や土器を用いて「縄文ハンバー

グ」と「縄文スープ」の調理に挑

戦し、約3,500年前の「縄文の食」

を味わいました。

縄文時代の食を
学ぼう

1/

13

「ぼうさい甲子園」で
2年連続の受賞
　児童・生徒等が取り組む防災
教育において、先進的な活動を
顕彰する『1.17 防災未来賞「ぼ
うさい甲子園」』（兵庫県などが
主催）で、柏小学校が昨年の「教
科アイデア賞」に続き、「津波ぼ
うさい賞」に選ばれました。
　同校は、『自他の生命を尊重
し、安全に行動ができる児童の
育成 ～危険を予測し、自ら回避
できる能力を育成するために～』
をテーマに、防災手帳や防災マ
ニュアルの作成、定期的な「ぼう
さい戦隊kashiwa集会」の開催、
そのほか、フリー参観日で各家
庭がそれぞれの防災対策を発表
する「我が家の防災発表会」を実
施するなど、年間を通して全校
的な取組を行っています。
　今回の受賞を受け、6年生の
清家佳

か え

恵さんは「私たちがこの
ような取組をすることで、自分
の家でも防災グッズを備えるな
ど、家族の防災意識も変わった
と思う。これまでの学習で、近
い将来大震災が起こることがわ
かったので、そのときには活動
の成果を活かしたい」と話して
くれました。

写真

5

猛毒のハナキンチャクフグ

写真

4

写真

6

柏小学校 5、6年生の皆さん

防災に関する研究授業に取り組む児童



p23 広報あいなん

　「110番の日」の 1月 10日、

愛南町のご当地キャラクター

「なーしくん」が愛南警察署の

一日署長に任命されました。

　「なーしくん」は、同署玄関

前で河野正
た だ し

署長から委嘱状を

手渡された後、緑小学校で行

われた「110 番の日 4 校合同

臨時授業参観」に出席するな

ど、警察署長として愛南町の

安心・安全を守るため任務を

こなしました。（P3 トピック

スに関連記事）

なーしくん 一日
警察署長に

1/

10

写真

3

1

2 4

冬空に輝く
イルミネーション

12/

14～

写真

1

　DE・あ・い・21で、クリスマ

ス時期の恒例行事「パールイ

ルミネーション in DE・あ・い」

が開催されました。

　12月 14 日に行われた点灯

式では、建物全体に飾られた

イルミネーションに灯がとも

されました。館内にはサンタ

クロースも登場し、プレゼン

トが当たるビンゴゲームや「サ

ンタとじゃんけん」などお待ち

かねのゲームが行われ、参加

した子どもたちは、一足早い

クリスマスを楽しみました。

　福浦地区で約150年続いて

いるとされる伝統の「薬師如来

奉納相撲大会」が福浦公民館横

の土俵で開催されました。今

年の大会には、福浦小学校全

児童をはじめ同校卒業の御荘

中学校の生徒、また、御荘中

相撲部や南宇和少年相撲クラ

ブのほか、一般からも選手が

参加し、総勢約 60 名が力の

入った取組で大会を盛り上げ

ました。

　会場には100人を超す観客

が訪れ、子どもたちの真剣な

取組に大きな声援と拍手が送

られました。

新春恒例 薬師如
来奉納相撲大会

1/

8

写真

2

3



p24広報あいなん

　一本松交流促進センターで「第 9回愛南町女子 6人制バレー

ボール交流大会」が開催され、中学生 5チーム、一般クラブ

5チームの計 10 チームが参加しました。頂点に立ったのは、

予選リーグで大会 5連覇中の Passion と優勝候補の一角ピクル

スに連勝して波に乗った内海中学校で、大会史上初めて学生

チームの優勝となりました。
【大会結果は次のとおり】

優勝 内海中学校　準優勝 一本松 VC

バレーボールで世代を超えた交流を
1/12

　旧深浦小学校体育館で「第 45 回深浦少年剣道大会」が開

催され、町内外から 12 団体、約 120 名が参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 敬称略。本町選手の 3位までを掲載 )】

個人戦
1・2年生男女の部

 優勝 立花暖大（城辺） 準優勝 宮﨑央哉（城辺）

 3 位 菊池康聖（平城）、長田雄大（平城）

3・4年生男子の部

 準優勝 安岡楓倭（深浦）3位 池田大雅（一本松）

3・4年生女子の部

 準優勝 尾﨑由利（平城）3位 池田夢美（城辺）

5・6年生男子の部

 優勝 藤田脩人（深浦）3位 児島兼聖（城辺）、本多琢馬（久良）

5・6年生女子の部

 3 位 吉村明香里（城辺）

団体戦

低学年の部
 準優勝 城辺子供剣道会 A　3位 深浦スポーツ少年団

高学年の部
 優勝 城辺子供剣道会 A　3位 深浦スポーツ少年団

南宇和剣道会長賞  藤田脩人（深浦）

深浦少年剣道大会
1/13

や

ゆう

と おうはる

こう せい だい

ふう わ がたい

ゆ り ゆ み

しゅう と

あ

ませい たくけん

か り

優勝 内海中学校

団体戦高学年の部優勝 城辺子供剣道会 A

個人戦の優勝、準優勝者

　8人制で競技する「第 16 回南宇和サッカー協会杯小学生サッカー大会」が南レク城辺公園芝球技場ほか

で開催され、1部 (A、B) ～ 3 部に合計 34 チームが参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 A（6年生以下）
1部 B（6年生以下）
2部（4年生以下）
3部（2年生以下）

協会杯小学生サッカー大会
1/12

優勝 平城サッカースクール U-12
優勝 菊川スポーツ少年団 
優勝 城辺少年サッカークラブ B
優勝 一本松少年サッカークラブ I

準優勝 城辺少年サッカークラブ B
準優勝 中浦・長月スポーツ少年団
準優勝 平城サッカースクール U-10
準優勝 城辺少年サッカークラブ A

1 部 A優勝
平城サッカースクール U-12

1 部 B 優勝
菊川スポーツ少年団

2部優勝
城辺少年サッカークラブ B

3 部優勝
一本松少年サッカークラブ I
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2 部優勝 城辺少年サッカークラブ A 3 部優勝 一本松少年サッカークラブ I

1 部 A優勝 平城 SC U-12

キラッ

あいな
んスポ

ーツ

　南レク城辺公園芝球技場ほかで「第 9回愛南町スポーツ少年大会サッカー競技」が開催されました。

大会は、1部（A、B）～ 3部の 4部制で行われ、計 33 チームが参加しました。
【大会結果は次のとおり ( 優勝、準優勝のみ掲載 )】

1 部 A (6 年生以下、8人制 )　優勝  平城 SC U-12　準優勝 平城 SC U-11
1 部 B (6 年生以下、8人制 )　優勝  緑・僧都スポーツ少年団　準優勝 菊川・船越スポーツ少年団
2部 (4 年生以下、8人制 )　  優勝  城辺少年サッカークラブ A　準優勝 平城 SC U-10
3 部 (2 年生以下、8人制 )　  優勝  一本松少年サッカークラブ I　準優勝 平城アンフィニ

スポ少サッカー大会
12/15
1 部 B 優勝 緑・僧都スポーツ少年団

　「第 64 回愛媛駅伝競走 ( 一本松‐宇和島大会 )」が開催され、鼻

﨑正
ま さ お

雄教育長の号砲で1部26チーム、2部34チームが一斉にスター

トし、7区間 53.8km を駆け抜けました。

　本町からは、1部に南宇和高校と愛南体協 Aが、2部には愛南体

協 Bが出場しました。各チームともそれぞれの区間を任された選

手が力走し、好成績を収めました。
【本町関係チームの成績は次のとおり】

1部　8位 南宇和高校  3 時間 3分 57 秒
　　 15 位 愛南体協 A  3 時間 12 分 47 秒
2部  11 位 愛南体協 B  3 時間 26 分 23 秒

ゴールをめざし疾走
12/15

　1989 年度の全国高校サッカー選手権で優勝、翌 90 年度の全国高校総体での

準優勝など輝かしい実績を誇る南宇和高校サッカー部ですが、近年は全国大会か

ら遠ざかっています。そこで、もう一度強いサッカー部を復活させようと、同校

出身の現・元 Jリーガーを招いて町内の子どもたちと交流するイベント「AINAN 

SOCCER
,
S DAY 2013」が南レク城辺公園多目的広場で開催されました。

　グラウンドでは、小学生低・高学年、中学生、女子、ゴールキーパーの 5つの

カテゴリーに分かれ、参加した小・中学生約 280 名に Jリーガーらが基礎技術な

どを指導しました。

　サッカー教室終了後は交流戦が行われ、元 Jリーガーや選手権優勝当時のメン

バーなどの混成チームが町内中学校と南宇和高校のサッカー部に胸を貸しました。

踏み出せ サッカー王国再建への一歩
12/29
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今月の笑顔パチリ
はまゆう乳幼児保育所 地域子育て支援センター

「どんぐりの会」では
●サークル活動
　月曜日
　火・木曜日
●園庭・保育室開放
　水・金曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日
　土曜日

12:00 ～ 17:00
8:00 ～ 13:00

8:00 ～ 17:00

8:00 ～ 17:00
8:00 ～ 12:00

問合せ

はまゆう乳幼児保育所内 TEL72-4328

問合せ

生涯学習課内 TEL73-1111

御荘子育て支援センター

「こあら」では
●サークル活動
　月・水・金曜日
●園庭等開放
　火・木曜日
●育児（電話）相談
　月～金曜日

出張ひろば「うみの子」　では
●サークル活動（出張場所：西海支所2階）
　第 3木曜日

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 13:30

8:30 ～ 17:15

9:30 ～ 11:30

* 26 日 ( 水 )、3 月 3 日 ( 月 ) は御荘
夢創造館で行います。
* 14 日 ( 金 ) の育児講座は御荘夢創
造館で行います。

「こぶたの広場」では
●育児相談・つどいと交流・各種ワークショップ
　日～金曜日 10:00 ～ 16:00

問合せ

プラザじょうへん内 TEL73-2288
※詳しくは「こぶた通信」に記載

御荘文化センター

「あいなん子育て応援グループ」では
●子育て (電話 ) 相談

13 日（木）、27 日（木）       13:00 ～ 16:00
その他の曜日はお問い合わせください。

あいなん幼稚園

はまゆう乳幼児保育所

長崎保育所

2 月の子育てサポートご案内

13 日（木） 

問合せ

御荘保育所内 TEL72-0598

親子クッキング 10:30 ～ 11:00

6 日（木） ポケット『おはなし会』 10:30 ～ 11:30

12 日（水） 入園入学グッズ製作 10:30 ～ 11:30
※布、糸など材料はご持参ください。

14 日（金） 世代間クッキング    10:00 ～
※要予約。エプロン、三角巾をご持参
　ください。
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如
月
俳
句
・
短
歌
集

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※上記情報は、広報誌掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。
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友
訪
へ
ば
小
さ
き
部
屋
で
冬
眠
中
　

宮
下
　
熊
夫

　
枯
れ
枝
に
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
の
実
二
つ

長
田
　
高
明

　
盃
を
持
っ
て
集
ま
れ
牡
蠣
が
旬

中
川
　
一
喜

　
遠
山
は
白
く
里
山
は
大
根
干
す
　

長
尾
　
則
夫

　
閉
校
と
決
ま
り
し
子
等
と
〆
作
り

井
関
　
禎
美

　
初
夢
や
共
に
在
り
た
し
首
都
五
輪
　

　
井
関
　
満
子

　
霰
降
る
言
葉
巧
み
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン

小
野
山
シ
マ
子

　
庭
の
木
も
春
の
訪
れ
呼
び
か
け
る

長
田
千
恵
美

歳
暮
紅
ま
ど
ん
な
恭
し
く
て
あ
り

森

早
織
梨

　
あ
け
ま
し
て
三
日
坊
主
の
日
記
買
う
　
　
　
　
　
橋
本
ひ
か
る

　
梅
の
枝
空
の
青
さ
に
背
伸
び
し
て
　
　
　

鱒
　
　
瑞
貴

　
み
か
ん
の
実
黄
色
い
指
に
は
し
ゃ
ぐ
子
に

小
野
山
果
林

　
名
湯
の
素も

と

か
き
ま
ぜ
て
初
湯
か
な

村
尾
加
都
子

内
海
俳
句
会

　
現
し
世
に
遊
び
心
や
波
の
花

　
牡
蠣
打
つ
や
そ
び
ら
に
尖
る
波
頭

太
田

信
子

　
早
春
之
不
言
実
行
頑
に

　
春
の
虹
過
去
の
幻
影
彩
ど
り
ぬ

岩
森
十
志
子

さ
わ
ら
び
短
歌
会

　
諸
々
の
人
の
や
さ
し
さ
に
支
え
ら
れ
九
十
五
回
目
の
春
を
迎
え
ん
　
　
　

田
中
久
二
恵

　
釣
り
好
き
の
従
兄
弟
の
休
暇
も
あ
と
少
し
釣
り
た
て
刺
身
の
味
わ
い
深
し

扇
野
八
代
生

　
小
柄
の
夫
風
格
欠
く
も
婚
前
に
新
居
文
具
店
オ
ー
ナ
ー
な
り
し
　
　
　
　
　

宮
本
よ
り
こ

　
お
大
事
に
と
言
ふ
看
護
師
に
ハ
イ
し
ま
す
と
言
へ
ば
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
に
笑
ふ

吉
田
　
信
保

　
病
癒
え
て
妻
の
作
り
し
久
々
の
湯
気
立
つ
食
事
に
安
ら
ぎ
の
ぼ
る

澤
近
　
正
弘

　「
今
日
は
」元
気
な
声
の
少
年
に
パ
ッ
と
明
る
く
バ
ス
の
中
な
る
　
　
　

木
本
　
清
子

　
蜘
蛛
の
巣
を
払
い
て
夫
と
山
路
行
く
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
姿
を
追
い
つ
つ

河
上
　
明
美

　
難
聴
の
吾
の
扱
い
子
は
慣
れ
て
時
に
は
巧
み
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
す
る

岩
村
千
代
子

　
高
茂
岬
の
真
昼
穏
し
く
日
の
差
し
て
傾
り
一
面
の
ぢ
ぎ
く
の
花

前
田
　
　
充

　
お
千
代
さ
ん
の
歌
に
思
い
出
あ
る
人
ら
沿
道
う
め
て
柩
見
送
る
　

前
田
　
知
子

　
北
風
に
落
ち
る
夕
陽
は
煽
た
れ
て
わ
が
家
も
一
瞬
暗
く
な
り
た
り

前
田
　
昭
夫

　
短
冊
に
文
字
整
わ
ず
立
つ
窓
に
き
の
う
吊
り
た
る
干
し
柿
揺
る
る
　
　
　
　

松
本
マ
ス
子

　
帰
る
列
車
の
ホ
ー
ム
間
違
え
晩
く
な
り
し
と
マ
ド
ロ
ス
の
息
子
陸お

か

は
苦
手
と

山
本
　
豊
子

ラ
ジ
オ
か
ら
父
母
愛
唱
の「
薊

あ
ざ
み

の
唄
」惣
菜
作
り
の
手
を
休
め
聞
く

山
崎

能
子

12月受付分（敬称略）

地区名 子の名 保護者

12月受付分（敬称略）

地区名 亡くなった方 享年
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愛なん食育推進 愛なん「海と農」の旬レシピ 第44 回
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　巻網漁で漁獲されるイワシは、そのまま食べたり、干物などの加工品にしたり、養殖
魚の餌に使われたりと、何でも来いで栄養満点のスーパーフィッシュです。
イワシには特にカルシウムが多く含まれ、その含有量は食物の中でトップクラスです。

また、カルシウムの吸収を助けるビタミン Dも含んでいて、成長期の子どもや中高年の
方にお勧めです。
　大根は、町内の約15ヘクタールの畑で栽培されており、生産量は約300トンもあります。
　ビタミン Cと消化酵素のジアスターゼが豊富で、ビタミン Cは特に葉の部分に多く含
まれ、コラーゲンの合成を促すのでスキンケアに効果大です。また、ジアスターゼは有
害物質の排出作用があり、二日酔いによる胃もたれ、胸焼けに効果を発揮します。
　寒さによる不用心なケガを防止し、また、乾燥する季節に美肌を保つため、今晩はこ
のレシピで決まりでしょ !

イワシの蒲焼風大根おろし丼
〈材料（4人分）〉
米
イワシ
サラダ油　　
　  濃口しょう油

　  みりん
　  砂糖
　  だし汁
小麦粉
大根
ねぎ

ご飯を炊く。
イワシは頭を取って腹を開き、内臓を取り水洗い
した後、指で背骨をはずし、3枚にする。
身全体に、小麦粉をまぶす。
フライパンにサラダ油を熱し、身の方からきつね
色になるまで両面を焼く。
別のフライパンにAの調味料を入れて中火にか
け、煮立ったら弱火にして③のイワシを入れ、タ
レをからめる。
大根をすりおろし、水気をきる。ねぎは小口切り
にする。
どんぶりにご飯を盛り、イワシとタレを回し入れ、
大根おろし、ねぎを盛り付けて出来上がり。

■編集・発行

愛南町役場 総務課 〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地 TEL(0895)72-1211 FAX(0895)72-1214
http://www.town.ainan.ehime.jp/

編 集 後 記

　年明け早々に行われた成人式の取材で、今年も新成人の若さ
に圧倒されました。何年かぶりの再会を喜び合う前途洋洋とし
た若者であふれる会場は、なんともいえない高揚した雰囲気で、
仕事でそこにいる 40 歳を超えた私は、少し浮いている感じがし
ました。
　さて、今年の成人式でも、愛媛が誇る有名みかんジュースの
CMでの「○○ジュース～♪」というフレーズや、県内某テレ
ビ局のテーマソング「愛があればね♪」などで有名な、歌手「う
～み」さんのミニコンサートが行われました。頸椎損傷という
大けがを乗り越え、歌手になり音楽と向き合っているう～みさ
んの言葉にはとても力があるように思いました。家族への感謝、
後悔しないこと、諦めないこと。う～みさんが、ご自身の経験

2 月の食材は、イワシと大根です。

から新成人に訴えました。それまでスマートフォンをいじって
いた若者も、う～みさんの話に真剣に聞き入っていました。こ
こ数年めっきり涙もろくなった私も、会場の片隅でこみ上げる
涙をこらえながら、誰にも負けないくらい真剣に耳を傾けまし
た。齢を重ねた今だからこそ、「諦めない、後悔しない」という
言葉の重みを実感します。
　大人としての自覚と責任を持ち、新たな一歩を踏み出した新
成人の皆さんには、これからの人生で起こるいろいろな出来事
に、真剣に向き合い全力で挑戦してほしいと願います。そして、
皆さんの輝かしい未来に幸せが多く訪れますよう、お祈り申し
上げます。

600g（2 合）
4尾

大さじ 2

大さじ 3
大さじ 2
大さじ 2
大さじ 2
適量
100g
8g

作り方

①
②

④

③

⑥

｛A
⑤



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 2.40
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


